
障害者の技術向上支援モデル事業の概要

モデル事業の実施団体の選定の流れ

応募してきた団体の事業内容について、外部有識者から構成される評

価委員会において評価を行い、予算の範囲内で実施団体を決定。

評価委員会

厚生労働省 事業実施団体
（事業応募）

就労継続支援Ｂ型事業所等で働く障害者に対し、様々な分野で活躍する一流の専門家による技術提供を行うこ
とにより、当該障害者に一流の技術を身につけさせるとともに、就労継続支援Ｂ型事業所等における工賃の向上
及び一般就労への移行促進を図る。

事業内容・補助額

実施主体

社会法人その他の法人格をもつ団体（複数の法人で連携して実施することも可。）
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千円以内

【養成プログラムの策定】
障害者の技術向上を図る分野（例：スウィーツ製造、パン製造、木工品製造など）を決定し、
当該分野における障害者の技術向上に向けた養成プログラムを策定する。

【講習会の開催】
講師の選定・招聘、講習会の内容決定、参加障害者の募集、成果発表会の開催等を行う。

【成果の報告】
事業の成果、成果を踏まえた今後の取組等をとりまとめ、評価委員会の場において発表する
とともに国へ提出し、その内容を公表する。

【モデル事業連携事務局の設置】
実施団体間の連絡調整、情報共有、意見交換などを行うことにより、各実施団体におけるモ
デル事業の円滑な実施を図る。
※モデル事業を行う実施団体の中から１団体を選定し、当該団体に事務局を設置。

１，０００
千円以内

平成28年度予算予定額 １２，２００千円

・事業実施団体の選定 ・事業の効果検証

（事業の成果報告）


